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５　研究集会

Ⅰ　国際シンポジウム
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Ⅱ　ワークショップ・公開研究会
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Ⅳ　全体研究会
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Ⅴ　各班・課題研究会

（１）１班研究会

2003年度

2003年 9月19日 窪田涼子 「『絵巻物による日本常民生活絵引』の編纂について」

2003年10月15日 西和夫 「新版『日本常民生活絵引』編纂作業について」

ジョンボチャラリ 「『日本常民生活絵引』の英訳の試みについて」

2003年12月 5日 金貞我 「『日本常民生活絵引』英語訳の試みとその問題点」

2004年 1月31日 富澤達三 「図像資料のデジタル化」

2004年 3月11日 『絵巻物による日本常民生活絵引』のマルチ言語版の編纂

刊行について

2004年 3月26日 東アジア生活絵引の編纂について

金貞我 「韓国版｢常民生活絵引｣編纂のための研究計画案」

2004年 3月29日 近世・近代生活絵引の編纂について

金貞我 「英語版『絵巻物による日本常民生活絵引』制作のための

絵巻作品の再編成」

2004年度

2004年 4月 2日 『絵巻物による日本常民生活絵引』のマルチ言語版の編纂

刊行について

2004年 4月 5日 東アジア生活絵引の編纂について

2004年 4月 9日 近世・近代生活絵引の編纂について

富澤達三 「近世・近代の蝦夷・琉球の庶民生活画像資料について」

2004年 5月14日 近世・近代生活絵引の編纂について

福田アジオ 「生活絵引類似本の検討」

金貞我 「近世初期風俗画の紹介と図像資料への活用について」

2004年 5月21日 西和夫・福田アジオ・ 「『絵巻物による日本常民生活絵引』のマルチ言語版の編

佐々木睦 纂刊行について」

2004年 6月25日 金貞我 「徐揚筆『姑蘇繁華図』について」

佐々木睦 「清末絵入り新聞についての覚え書き」

2004年 7月 9日 田島佳也　 「東アジア版生活絵引の編纂について」

2004年 7月23日 中村ひろ子・ 「『絵巻物による日本常民生活絵引』のマルチ言語版の編

ジョンボチャラリ・ 纂について」

菊池勇夫

2004年 9月14日 君康道・ 「『絵巻物による日本常民生活絵引』のマルチ言語版の編

ジョンボチャラリ 纂について」

2004年 9月24日 田島佳也 「近世・近代の『常民生活絵引』の試作本の作成について」

中村ひろ子 「「近世・近代生活絵引」の編纂について」

富澤達三 「「江戸名所図屏風」をテキストとして江戸初期の生活絵
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引を編む試み」

2004年10月20日 金貞我 「『日本常民生活絵引』英語訳のための実例」

ジョンボチャラリ 「『絵巻物による日本常民生活絵引』マルチ言語版の編纂

について」

2004年11月10日 ジョンボチャラリ 「『絵巻物による日本常民生活絵引』マルチ言語版の編纂

について」

2004年12月 3日 佐々木睦 「『姑蘇繁華図』の編纂について」

金貞我 「『朝鮮版生活絵引』試作本の作成」

2005年 1月12日 ジョンボチャラリ 「『絵巻物による日本常民生活絵引』の英訳成果」

2005年 1月21日 菊池勇夫 「アイヌ・北方史関係の絵引試案本に向けて」

～22日 「戦後生活再現展示に関する問題」

2005年 1月31日 佐々木睦 「遼寧省博物館訪問についての報告」

『姑蘇繁華図』図像抽出作業

2005年度

2005年 4月 4日 ジョンボチャラリ 「昨年度の英語翻訳作業の経過と問題点」

2005年 4月15日 今年度の東アジア生活絵引の編纂のための図像読み取り作

業

2005年 5月25日 『常民生活絵引』のマルチ言語版の編纂のための翻訳成果

の検討

2005年 6月 6日 佐多芳彦（大正大学・ 「データベース構築を前提とした肖像画の画面記述につい

立正大学非常勤講師） て―有職故実学の立場から―」

2005年 6月10日 菊池勇夫・田島佳也 「東アジア生活絵引の編纂および日本近世・近代生活絵引

編纂」

2005年 6月29日 『常民生活絵引』マルチ言語版の編纂

2005年 7月13日 各課題の進捗状況検討

2005年 8月 2日 研究会

2005年 8月19日 研究会

2005年 9月28日 研究会

2005年12月10日 公開研究会「図像から読み解く東アジアの生活文化」

福田アジオ

鈴木陽一

戴立強（中国、遼寧省 「『清明上河図』と『姑蘇繁華図』」

博物館研究員）

馬漢民（中国、中国俗 「蘇州の生活と民俗」

文学学会常務理事）

張長植（韓国・国立民 「朝鮮時代の仏画（甘露幀）にみる伝統娯楽の諸相」

俗博物館民俗研究科学

芸研究官）

金貞我 「都市図における風俗表現の機能」



163

５
　
研
究
集
会

2006年 1月25日 各課題の進捗状況と今後の計画

2006年 3月 6日 公開研究会「『洛中洛外図屏風』を読む」

①鈴木陽一 ①「『姑蘇繁華図』と『点石斎画報』」

②田島佳也 ②「『江差浜鰊漁之図』を読む」

③横田冬彦（京都橘大 ③「『洛中洛外図屏風』を読む」

学教授）

2006年 7月21日 福田アジオ 各課題の進捗状況の報告と検討

前田禎彦

菊池勇夫

鈴木陽一

藤原重雄 公開研究会「『絵巻物による日本常民生活絵引』と中世史

研究―『絵引』の遺産継承の観点から」

2006年 8月17日 １班全体研究会

2006年12月 6日 前田禎彦 各課題の進捗状況の報告と検討

鈴木陽一

金貞我

田島佳也

福田アジオ 「何故常民生活絵引でなく、単なる生活絵引なのか」

（２）１班課題１「マルチ言語版『絵巻物による常民生活絵引』の編纂刊行」研究会

2006年度

2006年 5月10日 校閲作業

2006年 5月24日 打合せ、校閲作業

2006年 6月21日 校閲作業

2006年 7月 5日 校閲作業

2006年10月 4日 校閲作業

2006年10月18日 校閲作業

2006年11月 1日 校閲作業

2006年11月15日 校閲作業

2007年度

2007年 4月 9日 研究会

2007年 7月25日 研究会

2007年 7月31日 研究会

（３）１班課題２「『近世・近代生活絵引』の編纂」研究会

2006年度

2006年 6月24日 研究会

2006年 8月17日 研究会

2006年 9月 1日 研究会
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2006年12月 1日 研究会

2006年12月16日 菊池勇夫・田島佳也 公開研究会

「人びとの暮らしと生業―『日本近代生活絵引』作成への

問題点をさぐる―」

「菅江真澄がみたコタンの景観」

「土屋又三郎『農業図絵』に描かれた城下金沢と近郊村に

生活する人びと」

「江差浜における鰊漁と加工に勤しむ人びと―『江差浜鰊

漁之図』から―」

2006年12月17日 研究会

2007年 1月20日 研究会

2007年 2月 4日 研究会

2007年 2月24日 研究会

2007年 3月 8日 研究会

2007年度

2007年 5月 1日 研究会

2007年 5月27日 研究会

2007年 6月10日 研究会

2007年 7月 4日 研究会

2007年 7月16日 研究会

2007年 7月28日 研究会

2007年 8月24日 研究会

2007年 9月 2日 研究会

2007年10月 1日 研究会

2007年10月 8日 研究会

2007年11月13日 研究会

（４）１班課題３「『東アジア生活絵引』の編纂」研究会

2006年度

2006年 4月22日 打合せ

2006年 6月26日 三山陵（日本民藝館 研究会「中国民間版画に見る庶民生活―清末民国初期を中

共同研究員） 心に―」

2006年 7月22日 武田雅哉（北海道大学 研究会「楊貴妃になりたかった男たち―『点石斎画報』に

文学部教授） 見る＜女装くん＞」

2006年 8月 9日 会議

2006年 9月 6日 研究会

2006年 9月21日 研究会

2006年10月17日 研究会

2006年11月18日 研究会



165

５
　
研
究
集
会

2006年12月15日 小川陽一（東北大学 公開研究会「明清期の生活文化図像資料としての善書―と

名誉教授） くに『太上感応篇図説』―」

2006年12月19日 研究会

2007年 1月16日 研究会

2007年 2月 2日 研究会

2007年 2月26日 研究会

2007年 3月 6日 研究会

2007年 3月15日 研究会

2007年度

2007年 4月 7日 研究会

2007年 4月17日 研究会

2007年 4月27日 研究会

2007年 5月11日 研究会

2007年 6月 1日 研究会

2007年 6月 9日 研究会

2007年 6月23日 研究会

2007年 7月 4日 研究会

2007年 7月23日 研究会

2007年 7月27日 研究会

2007年 8月18日 研究会

2007年 8月19日 研究会

2007年10月 8日 研究会

2007年10月13日 研究会

2007年10月20日 研究会

2007年11月17日 研究会

2008年 1月 6日 研究会

（５）２班研究会

2003年度

2003年 9月10日 川田順造 「身体技法、感性把握、道具と人間の動作について」

2003年10月22日 河野通明 「『身体技法』を手がかりとした日本列島の多民族情況の

復原の模索について」

2004年度

2004年 7月 9日 調査概況

2004年11月12日 研究会

2005年度

2005年 4月27日 川田順造 「人力運搬の方法、回転道具の回転方向など、道具と身体

技法についての問題提起」

2005年 5月25日 河野通明 「非文字資料の体系化をめぐる川田流と河野流」
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2005年 7月20日 廣田律子 「モーションキャプチャを使っての演技の比較への取り組

み」

2005年 9月28日 研究会

2005年10月 5日 研究会

2005年10月19日 川田順造 「感性の領域研究のための予備的考察」

2006年度

2006年 5月24日 会議

2006年12月 6日 会議

2007年度

2007年 4月20日 会議

2007年 5月23日 会議

（６）３班研究会

2003年度

2003年11月11日 三鬼清一郎 「倭城・倭館・合戦図―朝鮮半島における日本関係建造物

をめぐって―」

須山聡 「澁澤敬三のまなざし」

香月洋一郎 「方法としての景観に向けて」

2003年12月16日 「漢城・京城・ソウル―南山を中心として―」

冨井正憲 「景観変化に関する地理学的分析と分析手法についての研

究（案・構想）―」

八久保厚志 「アチック・ミューゼアムに残された景観資料を起点とし

て―」

2004年度

2004年 5月14日 平成15年度年報合評会

2004年 6月 8日 浜田弘明 「景観を記録し保存するということ」

増野恵子 「明治中期のマスメディアに現われた天皇肖像について」

2004年 9月13日 環境としての海・資源としての海―アワビ・ワカメ・イリ

コ（煎海鼠）―

①香月洋一郎 ①現代における素潜り漁法―上五島を中心に―

②李善愛（宮崎公立大 ②海女の移動と環境―韓国のワカメ漁場利用をとおして―

学）

③赤嶺淳（名古屋市立 ③ナマコをめぐる国際環境と生産地の動向

大学）

2004年11月26日 竹内啓一（元人文地理 「地理学における景観―風景概念の変遷と問題点―」

学会会長・一橋大学名

誉教授）
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（７）３班課題１「景観の時系列的研究」研究会

2006年度

2006年 5月10日 久田肇 「写真、絵画資料の著作権について―出版の現場から」

（８）３班課題２「環境認識とその変遷の研究」研究会

2006年度

2006年 8月10日 宗臺秀明（鶴見大学・ 研究会（講演会・報告会）「鎌倉・前浜―職能民のいる風

神奈川大学非常勤講師） 景」、（中間報告）「中世都市鎌倉の景観・環境を復原する

河野眞知郎（鶴見大学 ための基礎データ収集」

教授）、鈴木弘太（鶴見

大学大学院博士後期）

2006年10月13日 田鳳煕（ソウル大学校 研究会「韓国の多島海を写した「澁澤写真」について」

工科大学副教授）

2007年度

2007年 4月 6日 打合せ

2007年 4月18日 研究会

2007年 6月15日 会議

2007年 6月19日 打合せ

（９）３班課題３「環境に刻印された人間活動および災害の痕跡解読」研究会

2006年度

2006年 6月14日 会議

2006年 7月 8日 野村優夫（NHK・ 科研「東アジアメディア産業研究」共催「『音』という非

日本放送協会アナ 文字資料を考える」、「満州国ラジオ録音盤の発見について

ウンサー） ―『音』という非文字資料」

（10）４班研究会

2004年度

2004年 4月23日 佐野賢治 「“非文字資料”と地域社会―福島県只見町の民具保存活

用運動―」

フレデリック・ 「中国雲南省麗江納西族東巴文化についての調査報告」

ルシーニュ

2004年 5月21日 宇佐見義之 「『バーチャル地球史博物館―生物進化史展示の試み―』

展示解説」

2004年10月29日 「情報発信の場としての博物館:“個別”と“普遍”―ヨー

ロッパ博物館事情―」

①佐野賢治、中村政則 ①オーストリア・ドイツの民俗系博物館

②的場昭弘、橘川俊忠、 ②フランスの博物館・美術館

能登正人
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③中村ひろ子、 ③ＩＣＯＭソウル大会参加記

青木俊也、金貞我

2005年 2月21日 青木俊也 「戦後生活再現展示に関する問題」

2005年 3月11日 研究会

2005年度

2005年 5月12日 木下慶子（工学部木下 「非文字資料による情報資源と情報流通の管理」

研究室）

2005年 7月 1日 水嶋英治（常磐大学教 「大学院における博物館学教育」

授）

（11）４班（2005年12月以降）研究会

2005年度

2005年12月 6日 小野博（コンテンツ株 「只見地区における高精度デジタル画像データ化の試み」

式会社）

2006年 3月16日 野間晴雄（関西大学文 公開研究会「水田の認識と多機能性の複合類型試論―稲作

学部教授） の起源と執着をめぐって―」

2006年度

2006年 5月19日 打合せ

2006年 7月14日 フレデリックルシー 合同会議「只見町研究調査」

ニュ

2006年 8月28日 佐々木長生 公開研究会および班会議「非文字資料としての会津農書」

2006年11月29日 打合せ

2007年度

2007年 4月24日 打合せ

2007年 5月31日 小野博（コンテンツ株 研究会｢只見町インターネット・エコミュージアムのコン

式会社） テンツ構想」、「地域情報のコンテンツ化」

佐野賢治、小松大介、

フレデリックルシー

ニュ

2007年 6月19日 打合せ

（12）５班研究会

2006年度

2006年 4月24日 班会議「実験展示の基本的な理念をめぐって」

2006年 5月17日 青木俊也、榎美香 班会議「展示構想の具体化をめぐる課題について」

中村ひろ子、浜田弘明

2006年 6月21日 青木俊也 班会議「身体の記憶―非文字資料の世界―」展示構想案に

ついて」
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2006年 7月12日 班会議

2006年 7月26日 鷹野光行（お茶の水女 公開研究会「大学院における博物館学教育」

子大学教授）

2006年 8月 8日 澁澤フィルム（DVD)上映、班会議

2006年 9月 5日 班会議

2006年10月 6日 班会議

2006年10月23日 村井良子（プランニン 公開研究会「展示評価をめぐって」

グ・ラボ代表取締役）

2006年11月 6日 班会議

2006年11月21日 研究会「高度専門職学芸員養成プログラムの策定について」

2006年12月18日 研究会

2007年 1月29日 北村彰（日展博学支援 班会議、公開研究会「展示の現在」

室室長）

2007年 3月12日 瀧端真理子（追手門学 班会議、公開研究会「学芸員の専門性をめぐって」、第1回

院大学助教授） 「今後の学芸員養成と博物館学の方向性」

井上敏（桃山学院大学

助教授）

2007年 3月22日 青木俊也、中村ひろ子 展示部会

乃村工芸

2007年 3月26日 犬塚康博（愛知文教大 班会議、公開研究会「学芸員の専門性をめぐって」、第2回

学国際文化学部非常勤 「今後の博物館活動と博物館学の方向性」

講師）

金子淳（パルテノン多

摩学芸員）

竹内有里（長崎歴史文

化博物館研究員）

2007年 3月29日 青木俊也、中村ひろ子 展示部会

乃村工芸

2007年度

2007年 4月 2日 展示部会

2007年 4月10日 会議

2007年 5月16日 会議

2007年 6月11日 青木俊也、中村ひろ子 展示部会

福田アジオ

2007年 6月12日 浜田弘明、福田アジオ 学芸員養成プログラム部会

中村ひろ子

2007年 6月20日 研究会

2007年 7月 3日 福田アジオ 学芸員養成プログラム部会
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中村ひろ子、浜田弘明

2007年 7月 6日 廣田律子、福田アジオ 展示部会

中村ひろ子、青木俊也

2007年 7月 9日 青木俊也、中村ひろ子 展示部会

乃村工芸

2007年 8月23日 浜田弘明、福田アジオ 学芸員養成プログラム部会

田上繁、中村ひろ子

2007年 9月14日 青木俊也、中村ひろ子 展示部会

福田アジオ

2007年10月 8日 研究会

（13）６班研究会

2006年度

2006年 4月12日 打合せ

2006年 6月16日 廣田律子 「モーションキャプチャを使った芸能の記録化及び比較研

究の試み」

田島佳也 「近世近代生活絵引編纂について」

2006年 7月14日 佐野賢治 合同会議「只見町研究調査」

2006年 9月22日 香月洋一郎、 「これまでの3班の作業と分解後の動向」

八久保厚志

2006年11月17日 的場昭弘 「博物館のあり方、ブランリ美術館」

2007年 3月16日 「最終報告書作成にあたって」

2007年度

2007年 6月15日 研究会




